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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は創造都市論の中心的概念の１つである「創造の場」に関する理論的探求と実証的分析を試
みた意欲的な作品である。 
本論の構成、概要と得られた知見は下記のとおりである。 
まず第Ⅰ章では、本論の問題意識と論文構成について述べる。 
第Ⅱ章は「創造の場」及びそれに関連する先行研究レビューを行い、「創造の場」の理論的考察を
行うための知見を得る。創造都市論に加えて、組織論、産業集積論と創造的環境、学習論と「創造の
場」発展プロセス、心理学における創造性研究の計５領域を参照する。 
第Ⅲ章は、前章で得られた知見にもとづいて、創造性と「創造の場」について再考し、本論にお
けるその意味を定義する。そのうえで、創造都市論が注目する関係性にもとづく交流の場という概念
を拡張し、芸術文化をはじめとするさまざまな分野に及ぶ場を俯瞰し、創造的営為の主体と性格とい
う２つの軸によって、A：アトリエ、C：カフェ、L：実験室、T：劇場という４類型にカテゴライズ
する。さらに、「創造の場」を構成する主体・対象・文化／認知的ツール・コミュニティ／ネットワ
ーク・空間という５つの要素を提示したうえで、４類型と５要素を統合した「創造の場」システムモ
デルを提示する。 
第Ⅳ章は事例研究である。「創造の場」に関する実証的な研究を行うため、できるだけ多様な内容
や方向性、発展過程を持つものとして、伊賀上野のまちづくり、コクヨ S&T 社、具体美術協会、コ
コルーム、BEPPU PROJECT の５事例を取り上げる。これらは、その主体に企業、市民・NPO、
アーティスト集団を含み、対象においても工業製品、芸術、生活文化というように分かれており、異
質なものである。しかし、いずれも創造的営為が行われているのは明らかであり、継続的な発展過程
をみることが可能である。個々の事例研究では、文献・書籍、関連資料・データを可能な限り入手し、
関係者への聞き取り調査、地域への実地調査等の質的調査を行い、活動内容と発展のプロセスを検討
し詳細に記述する。そのうえで、Ⅲ章で構築した分析フレームによって、それぞれの事例に内包され
ている「創造の場」の存在を実証し、創造的営為の展開過程について掘り下げて考察を加える。 
第Ⅴ章は本研究の結論である。事例研究をとおして明らかになったことを、①創造的営為には多様な
「創造の場」とその連鎖が介在していること、②C：カフェとしての「創造の場」が果たす大きな役
割、③文化／認知的ツールとコミュニティ／ネットワークの重要性と両者の相関関係という３つのポ
イントに整理する。最後に、NPO などの多様な主体形成、豊かな固有の文化的資源を持つ開かれた
C：カフェによるコミュニティ／ネットワークの拡張、異質な参加者による新奇な文化／認知的ツー
ルの移入が関連して「創造の場」が連鎖し、拡大されていくスパイラルが創造的営為の達成の鍵を握
っており、それを阻害せず、促進することが創造都市への一つの道程ではないかと展望して本論をま
とめる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は創造都市論の根幹をなす｢創造の場｣概念に独自の理論的な分析を加えて、４類型と５要素
を統合した「創造の場」システムモデルを提示し、それに基づいて、５つの事例の実証的分析を行い、
創造都市に向けた「創造の場」の要素を明らかにした学術的水準の高い論文である。 
創造都市論に対する関心が高まるに連れて、都市のなかに産業と文化の「創造の場」を多様に創り
出すことの必要性が認知され、その形成に向けた取り組みがいくつかの都市において政策化されるよ
うになってきた。しかし、「創造の場」とはどのようなものなのか、その構造を理論的に明らかにす
るという課題は残され、実証的研究は未開拓のままとなっている。 
また、創造都市論や「創造の場」の概念である「創造性」については、個人特性、認知過程、社会
文化活動など様々な考え方からのアプローチが行われて多様な定義が存在し、統一された意味を見い
だすことは難しい状況にあり、創造都市研究においても創造性についてあらためて考察してみる必要
があるという問題意識にたって、本論は、まず、創造的営為と創造性に関する各分野の研究をふまえ、
「創造の場」について理論的考察を行い、その分析フレームとなるモデルの構築を図る。そのうえで、
いくつかの異なる性格を持つ「創造の場」事例を取り上げて、詳細に比較検討し、理論的考察にもと
づいて創造的営為の過程について分析を加え、創造性がもたらされている要因等について考察し、併
せて「創造の場」が生み出される時空間としての創造都市についての示唆を得ようとするものである。 
とりわけ、エティエンヌ・ウェンガーらの組織学習論やユーリア・エンゲストロームらの「文化歴
史的活動理論」、さらには、ミハイ・チクセントミハイの｢創造性のシステムモデル｣などの心理学研
究を援用しつつ、独自に、「創造の場」概念を拡張し、A：アトリエ、C：カフェ、L：実験室、T：
劇場という４類型と、「創造の場」を構成する主体・対象・文化／認知的ツール・コミュニティ／ネ
ットワーク・空間という５つの要素を結合した、「創造の場」システムモデルを概念化したことは創
造都市研究に関わる学術的成果として高く評価される。 
それとともに、伊賀上野のまちづくり、コクヨ S&T 社、具体美術協会、ココルーム、BEPPU 
PROJECT の５事例の実証分析においてもヒアリングに基づく、重厚な記述となっており説得力の
ある分析となっている。 
 以上の点から、本論文は、創造都市論の中心的概念である「創造の場」に関する研究水準を格段に
高めたものと評価することができる。 
